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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イベント会場にてイベント参加者が装着する、イベントに用いられる名札であって、
　前記イベント参加者を識別可能な分野識別領域を有し、
　前記分野識別領域は、前記イベント参加者が選択可能な複数の領域に分割され、前記複
数の領域は、該複数の領域毎に互いに異なる色に着色され、スクラッチ可能な隠蔽層で覆
われているイベントに用いられる名札。
【請求項２】
　イベント会場にてイベント参加者が装着する、イベントに用いられる名札であって、
　前記イベント参加者を識別可能な分野識別領域を有し、
　前記分野識別領域は、前記イベント参加者が選択可能な複数の領域に分割され、前記複
数の領域毎にその裏面が互いに異なる色に着色され、前記分割された領域の境界にはミシ
ン目が設けられているイベントに用いられる名札。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、イベントに用いられる名札に関し、特に、来場者を特定の基準で識別可能な名
札に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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従来より、複数の企業等が参加し、それらの企業等がそれぞれ自社の製品等を展示発表す
る展示発表会等のイベントにおいては、来場者を識別可能とするための名札が来場者に配
布され、来場者がこの名札を体の一部に装着してイベントに参加することがある。
【０００３】
図３は、イベントに用いられる一般的な名札の一例を示す図である。
【０００４】
本例は図３に示すように、上着の胸ポケットに差し込むことが可能な形状を有しており、
上着の胸ポケットに差し込んだ際に胸ポケットから見える領域に、来場者の名刺を貼り付
けるための名刺貼付領域１０１が設けられている。
【０００５】
イベントの来場者は、イベント会場に来場すると、図３に示すような名札１１０を受け取
り、名札１１０の名刺貼付領域１０１に自分の名刺を貼り付ける。そして、名刺が貼付さ
れた名札１１０を胸ポケットに差し込んでイベントに参加する。
【０００６】
イベントに製品等を出展している出展企業等においては、来場者の名札１１０に貼付され
た名刺を確認することにより、その来場者の業種等を判別し、来場者の業種等を参考にし
ながら展示品等の説明等、来場者への応対を行っている。
【０００７】
ここで、名札１１０に貼付された名刺だけではその来場者の業種等を判別できない場合が
ある。
【０００８】
そこで、名札に来場者の業種を判別可能な領域を設け、それにより、出展企業等において
来場者の業種を容易に判別可能とするものがある。
【０００９】
図４は、イベントに用いられる一般的な名札の他の例を示す図である。
【００１０】
本例は図４に示すように、上着の胸ポケットに差し込むことが可能な形状を有しており、
上着の胸ポケットに差し込んだ際に胸ポケットから見える領域に、来場者の名刺を貼り付
けるための名刺貼付領域２０１と、業種毎に印刷色を変えることにより来場者の業種を判
別可能とする業種判別領域２０２とが設けられている。
【００１１】
イベントの来場者は、イベント会場に来場すると、業種判別領域２０２の印刷色が自分の
業種の色となる名札２１０を受け取り、名札２１０の名刺貼付領域２０１に自分の名刺を
貼り付ける。そして、名刺が貼付された名札２１０を胸ポケットに差し込んでイベントに
参加する。
【００１２】
イベントに製品等を出展している出展企業等においては、来場者の名札２１０に貼付され
た名刺を見たり、業種判別領域２０２の印刷色を確認することにより、その来場者の業種
等を判別し、来場者の業種等を参考にしながら展示品等の説明等、来場者への応対を行っ
ている。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような従来のイベントに用いられる名札においては、来場者を識
別するための手段として、来場者の名刺を貼り付けるための領域や来場者の業種を判別す
るための領域が設けられているだけであるため、イベントに製品等を出展している出展企
業等において来場者の業種を判別することができるものの、来場者が、イベントへの来場
目的を出展企業等に伝達することはできず、来場者が自分の業種とは関連性の薄い分野の
製品等についての情報を収集する目的でイベントに来場した場合においても、出展企業等
において来場者の業種を参考にして応対されてしまい、所望の情報を収集しにくいという
問題点がある。
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【００１４】
例えば、業種が機械関連である来場者が情報処理についての情報を収集しようとする場合
においても、名札によって示される情報、すなわち、業種が機械関連という条件で出展企
業等において応対されてしまい、情報処理についての詳細な情報を収集しにくい。
【００１５】
本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、来
場者の来場目的を出展企業等に容易に伝達することができる、イベントに用いられる名札
を提供することを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明は、
　イベント会場にてイベント参加者が装着する、イベントに用いられる名札であって、
　前記イベント参加者を識別可能な分野識別領域を有し、
　前記分野識別領域は、前記イベント参加者が選択可能な複数の領域に分割され、前記複
数の領域は、該複数の領域毎に互いに異なる色に着色され、スクラッチ可能な隠蔽層で覆
われている。
【００１９】
　また、イベント会場にてイベント参加者が装着する、イベントに用いられる名札であっ
て、
　前記イベント参加者を識別可能な分野識別領域を有し、
　前記分野識別領域は、前記イベント参加者が選択可能な複数の領域に分割され、前記複
数の領域毎にその裏面が互いに異なる色に着色され、前記分割された領域の境界にはミシ
ン目が設けられている。
【００２０】
（作用）
上記のように構成された本発明においては、イベントにて来場者に配布され来場者が装着
する名札に、来場者のイベントへの来場目的の分野を識別可能な分野識別領域が設けられ
ており、この分野識別領域にて来場者がイベントへの来場目的を選択可能であるので、来
場者が分野識別領域にてイベントへの来場目的を選択すれば、イベントの出展企業等にお
いて、分野識別領域にて選択された分野が確認されることにより来場者のイベントへの来
場目的の分野が認識され、来場者がイベントへの来場目的を参考にして応対されることに
なる。
【００２１】
これにより、来場者はイベントへの来場目的の分野についての情報を容易に収集すること
ができるようになる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２３】
（第１の実施の形態）
図１は、本発明のイベントに用いられる名札の第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は使用前の状態を示す図、（ｂ）は使用中の状態を示す図である。
【００２４】
図１に示すように本形態においては、来場者の名刺を貼り付けるための名刺貼付領域１１
と、業種毎に印刷色を変えることにより来場者の業種を判別可能とする業種判別領域１２
と、来場者のイベントへの来場目的の分野を示すための分野識別領域１３とが設けられて
おり、これら名刺貼付領域１１、業種判別領域１２及び分野識別領域１３はそれぞれ、名
札１０を上着の胸ポケットに差し込んだ際に胸ポケットからはみ出る領域に形成されてい
る。また、分野識別領域１３は、複数の分野毎にその領域が分割されており、それらの領
域の一部が分野毎に互いに異なる色に着色されている。さらに分野識別領域１３の分野毎
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に異なる色に着色された領域には、その表面に、引っ掻くことで破壊されるスクラッチ可
能な隠蔽層１４が形成されている。
【００２５】
以下に、上記のように構成された名札の使用方法について説明する。
【００２６】
イベントの来場者は、イベント会場に来場すると、業種判別領域１２の印刷色が自分の業
種の色となる名札１０を受け取り、名札１０の名刺貼付領域１１に自分の名刺を貼り付け
る。
【００２７】
また、分野識別領域１３に記載された分野の中から、イベントへの来場目的となる分野を
選択し、その分野の領域に形成された隠蔽層１４を引っ掻くことで除去する。
【００２８】
隠蔽層１４の下層は分野毎に異なる色に着色されているため、来場者が選択した分野の領
域に形成された隠蔽層１４が除去されると、図１（ｂ）に示すように、分野毎に決められ
た識別色１５が露出してくる。
【００２９】
来場者は、この名札１０を胸ポケットに差し込んでイベントに参加する。
【００３０】
イベントに製品等を出展している出展企業等においては、来場者の名札１０に貼付された
名刺を見たり、業種判別領域１２の印刷色を確認することにより、その来場者の業種等を
判別するとともに、分野識別領域１３に露出した識別色１５を確認することにより来場者
のイベントへの来場目的の分野を認識し、来場者の業種や来場目的を参考にしながら展示
品等の説明等、来場者への応対を行う。
【００３１】
このように本形態においては、イベントにて来場者に配布される名札に、来場者のイベン
トへの来場目的の分野を識別可能な分野識別領域１３を設け、その分野を来場者が隠蔽層
１４を引っ掻くことにより選択可能としたため、来場者の来場目的を出展企業等に容易に
伝達することができ、出展企業等において来場目的を参考にして応対されることになり、
例えば、来場者が自分の業種とは関連性の薄い分野の製品等についての情報を収集する目
的でイベントに来場した場合においても、来場目的の分野の製品等についての情報を容易
に収集することができる。また、その分野の選択を来場者が任意に行うことができる。
【００３２】
また、分野識別領域１３の隠蔽層１４が形成された領域のうち、名札１０毎に任意の分野
の領域に所定の情報を印字しておき、これを用いて「当たり」、「はずれ」のくじを行う
こともできる。
【００３３】
（第２の実施の形態）
図２は、本発明のイベントに用いられる名札の第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は使用前の状態を示す図、（ｂ）は使用中の状態を示す図である。
【００３４】
図２に示すように本形態においては、来場者の名刺を貼り付けるための名刺貼付領域２１
と、業種毎に印刷色を変えることにより来場者の業種を判別可能とする業種判別領域２２
と、来場者のイベントへの来場目的の分野を示すための分野識別領域２３とが設けられて
おり、これら名刺貼付領域２１、業種判別領域２２及び分野識別領域２３はそれぞれ、名
札２０を上着の胸ポケットに差し込んだ際に胸ポケットからはみ出る領域に形成されてい
る。また、分野識別領域２３は、複数の分野毎にその領域が分割されており、それらの領
域の裏面は分野毎に互いに異なる色に着色されている。さらに、分野どうしの境界にはミ
シン目２４が設けられており、ミシン目２４を切断することにより、所望の分野の領域の
みを折りたたむことができるように構成されている。
【００３５】
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以下に、上記のように構成された名札の使用方法について説明する。
【００３６】
イベントの来場者は、イベント会場に来場すると、業種判別領域２２の印刷色が自分の業
種の色となる名札２０を受け取り、名札２０の名刺貼付領域２１に自分の名刺を貼り付け
る。
【００３７】
また、分野識別領域２３に記載された分野の中から、イベントへの来場目的となる分野を
選択し、その分野の領域をミシン目２４を切断することにより他の分野の領域と切り離し
、他の分野の領域と切り離された領域を谷折にする。
【００３８】
分野識別領域２３の裏面は分野毎に異なる色に着色されているため、来場者が選択した分
野の領域が谷折にされると、図２（ｂ）に示すように、分野毎に決められた識別色２５が
表面に現れてくる。
【００３９】
来場者は、この名札２０を胸ポケットに差し込んでイベントに参加する。
【００４０】
イベントに製品等を出展している出展企業等においては、来場者の名札２０に貼付された
名刺を見たり、業種判別領域２２の印刷色を確認することにより、その来場者の業種等を
判別するとともに、分野識別領域２３に現れた識別色２５を確認することにより来場者の
イベントへの来場目的の分野を認識し、来場者の業種や来場目的を参考にしながら展示品
等の説明等、来場者への応対を行う。
【００４１】
このように本形態においては、イベントにて来場者に配布される名札に、来場者のイベン
トへの来場目的の分野を識別可能な分野識別領域２３を設け、その分野を来場者が、該当
する領域を谷折にすることにより選択可能としたため、来場者の来場目的を出展企業等に
容易に伝達することができ、出展企業等において来場目的を参考にして応対されることに
なり、例えば、来場者が自分の業種とは関連性の薄い分野の製品等についての情報を収集
する目的でイベントに来場した場合においても、来場目的の分野の製品等についての情報
を容易に収集することができる。また、その分野の選択を来場者が任意に行うことができ
る。
【００４２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明においては、イベントにて来場者に配布され来場者が装着する
名札に、来場者のイベントへの来場目的の分野を識別可能な分野識別領域を設け、この分
野識別領域にて来場者がイベントへの来場目的を選択可能となる構成としたため、来場者
が分野識別領域にてイベントへの来場目的を選択することにより、来場者の来場目的を出
展企業等に容易に伝達することができ、来場者はイベントへの来場目的の分野についての
情報を容易に収集することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のイベントに用いられる名札の第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は使用前の状態を示す図、（ｂ）は使用中の状態を示す図である。
【図２】本発明のイベントに用いられる名札の第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）
は使用前の状態を示す図、（ｂ）は使用中の状態を示す図である。
【図３】イベントに用いられる一般的な名札の一例を示す図である。
【図４】イベントに用いられる一般的な名札の他の例を示す図である。
【符号の説明】
１０，２０　　名札
１１，２１　　名刺貼付領域
１２，２２　　業種判別領域
１３，２３　　分野識別領域
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１４　　隠蔽層
１５，２５　　識別色
２４　　ミシン目

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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